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恒川官衙遺跡に関する学習会のお知らせ 

 座光寺は、国史跡「恒川官衙遺跡」「高岡一号古墳」ほか、受け継がれてきた史跡・文化財を

まちづくりに活かすことを目指しています。整備中の恒川史跡公園では、現在、ガイダンス施

設「ごんが歴史交流館」の建築工事が行われています。来年度以降、施設内の展示工事へと進

んでいきます。文化財保護活用課から説明がありますので、ぜひご参加ください。 

日時 12月 19日（木）午後６時 30分～（事前の申し込み不要） 

会場 座光寺公民館 大会議室 

内容 ガイダンス施設の展示について（展示実施設計の業務について） 

 

おじいちゃん、おばあちゃん、ママと作りました！！ 
健康福祉委員会主催の「ファミリー料理教室」を 1１月 2日（土）に上郷公民館で開催しま

した。今年度はおじいちゃんやおばあちゃんも参加していただき、４家族 1１名が飯田市保

健課の北原栄養士の指導のもと、ハンバーグなどを作り、皆で試食しました。 

 「みんなで料理するのはとても楽しかったです」  

「じょうずにできた」「これから子どもにも作ってもらえ

そうです」など、参加した方々がアンケートで感想をよせ

てくれました。食欲の秋、お腹も心も大満足のひと時にな

りました。 

 

こどもとお父さんがふれあう！乳幼児学級ファミリーデイ！ 

乳幼児学級（0～3歳）合同のファミリーデイが 11月 10日（日）に開催されました。
お母さん方は別室に行き、お父さんとこどもは男性保育士の方を講師に迎えて、触れ合い
遊びをして遊びました。 

男性保育士の先生から色々な遊びやこどもの話を聞い

て、皆さん興味深そうにしていました。 

日頃なかなかお子さんとの時間がとれないパパにとっ

て、こどもとゆったりと遊ぶ貴重な時間になったのでは

ないでしょうか。 

 

塩カル小屋を設置しました 
生活安全委員会では、地区内 11ケ所に融雪剤(塩カル)を設置しました。これからの時期、

積雪や路面の凍結が心配されます。道路の状況により除雪や融雪剤の散布にご協力をお願い
します。 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

日 付 事業名 内 容 

12月 7日（土） 

 
 
座光寺図書分館 冬のおはなし会 

 
 

時間：13:30～  
場所：座光寺公民館 竹の間 
クリスマス向けの工作をして遊びます。 

12月 31日 
（大晦日） 

 
除夜の竹宵（麻績竹宵の会 かぐや姫） 

時間：22：30～ 
場所：麻績神社 

1月４日（土） 

 
新春書初め会 
（主催：座光寺公民館健全育成部） 

時間：10:00～ 
場所：座光寺公民館 大会議室 

詳細はチラシをご覧ください。 

1 月 12日（日） 

 
座光寺地域  
 令和 6 年度二十歳の集い 

時間：1３:00～16:15 
（受付：1２:30から） 

場所：座光寺公民館 大会議室 

２月８日（土） 
～２月９日（日） 令和６年度座光寺地域文化祭 

 
後日パンフレットを各戸配布しま
す。 

これからの主な行事予定 

秋のごみゼロ運動と不法投棄パトロールが実施されました 
11 月 10 日（日）に「秋のごみゼロ運動」が各地区毎に行われました。座光寺全体で 735

名の参加があり、回収したごみは、空き缶 225 個、空きビン 76 本、ペットボトル 149 本、

燃やすごみ 38袋、埋立ごみ 13袋、資源ごみ（金属）10袋でした。 

 
依然として空き缶が大変多い状況で、ごみに対するマナーの向上が

求められます。各地区でのごみゼロ運動実施の後、座光寺地域環境衛

生委員会では、恒例となっている不法投棄パトロールと不法投棄ごみ

の回収を 5区に分かれて実施しました。環境衛生委員会ではこうした

地域の環境美化活動に取り組んでいます。 
 

原地区の横断歩道へ横断旗を設置しました 

生活安全委員会では、小学校 PTA から地区要望のあった原地区

のシロタ設備さん付近の横断歩道へ横断旗を設置しました。 

万才線はスピードを出している車も多く、児童が渡るのに心配だ

という声も出ていました。 

横断旗を上げて待っている児童がいたら止まっていただくように

お願いします。 

 


